のなかに 含めて ほしい。 

国民の 一人と して、 私の 政府への 希望 は、 た、 V これ 

だけで ある。 しかしながら、 私の ひそかに 思 ふこと は、 

国民 をして か、 る 不満 を 抱かし める 原因と、 当局が 口 

を 酸く して 云 はねば 国民が 自ら 覚る ところがな ささう 

だとい ふことの 原因との 間に、 実は、 共通の 現代 風俗 

が みられる ので ある。 

二 

長期 事変に 処 して 国民 全体の 日常 履み 行 ふべき 道 は 



政府の 指示 督励 を俟 つまで もな く、 国民の 常識と して 

当然、 知り、 かつ 守らねば ならぬ ことで あるが、 それ 

がで きぬと いふと ころに は、 たしかに ある 弱点が ひそ 

んでゐ ると みて 差 支ない。 もちろん、 国民の 大多数 は 

聖人で も 君子で もない。 た y の 人間で ある。 あらゆる 

弱点 を も つ てゐ ると ころの 人間に 過ぎな いので あるけ 

れ ども、 一 旦 事に のぞんで、 その 弱点 を 克服で きぬ や 

うな 人間が さう 眼に つく ほど ゐる とすれば、 これ は 国 

家の ために 由々 しい ことで ある。 

前に も 云った やうに、 国民が 十分に 緊張せ ぬ やうな 

外観 を呈 して ゐ るの は、 政府 当局 も 口で それ を 云 ふ ほ 



全体に 向って 示さん とすると ころの もの を 適確に 示し 

得て ゐな いところ から 来る の だと 思 ふ。 

お 互にぎ ごちない 身振り だけが 目立ち、 何を考 へて 

ゐる のか わからぬ ぐら ゐ 焦れった いもの はない。 やが 

て、 事実が わからせて くれる であらう と、 国民 はた y 

待つ ことに 慣らされた。 

私 は 政府 当局の 誠意と 国民の 本心 を 信じて ゐる けれ 

ども、 これ はこの まゝ ではい かぬ と 思 ふ 事実が 一向に 

改ら ぬわけ を いろいろ 考 へて みて、 われわれ は、 今 こ 

そ、 もっと、 われわれ 自身 を 知らねば ならぬ 時機 だと 

いふ ことに 気がついた。 それに は、 国粋主義の 宣伝 も 



ゐる。 西欧の 思想 は 思想と して 彼等の 頭脳に 浸潤した 

だけで ある。 その 思想 を 生み 育てた 風俗の 伝統 は、 文 

学 や 映画 を 通じて 芸術 以前の 魅力と して 受け取られ、 

, J れを 模倣して 得々 たる もの は、 さすがに 思想と は 縁 

のない 軽薄な 手 合の みで ある。 が、 それ もまた 現代 風 

俗の 混乱 を 示す 一 分子た る 役目 は 演じて ゐ るので ある。 

わが国 古来の 風習 も、 その 守られ 方の 如何によ つて、 

時代に そぐ はぬ ものと なり、 われわれの 生活の 誇る ベ 

き 表示と はならぬ ものが 少 くない。 それ は、 た、 V 旧い 

から 陋習と 云 はれる ので はなく、 新しい もの ゝ なかで 

生彩 を 発揮し ない 涸渴 した 形骸と なって ゐ るからで あ 



あると いふ 説 もで る。 

私 は その いづれ にも 半分 づゝ 賛成で あるが、 その 目 

的 を 達する ために は、 これまで 行 はれて ゐ たやうな 方 

法で は 百年 河清 を ま つ に 等し いとい ふ- J と を 断言す る- 

例へば、 闇取引の 話が はじまる。 憤慨して 聞いて ゐ 

たもの が、 相手の 事 も なげな 話しぶ りに だんだん 釣り 

込まれ、 遂に 人 ごとの やうな 興味に 心 を 躍らせ、 相手 

自身の 半ば 露悪 的な 告白に 何時の間にか 耳 を 傾けな が 

ら、 遂に そんな もの かと 諦めて しま ふので ある。 この 

現象に は、 たしかに、 空 おそろしい 半面 も ひそんで は 

ゐ るが、 また 同時に、 腹の 立たない やうな 洒脱な とこ 



共通な 風俗 的 特徴 は、 どれ もこれ も、 身に ついた 感情 

の 表現形式 を もって ゐ ないだ けで ある。 

混雑す る 場所で みんなが 先 を 争 ふの を 困った もの だ 

と 云 ふ。 しかし、 よく 見て ゐ ると、 なるほど 先 を 争 ひ 

はする が、 非常に 消極的な 争 ひ 方で、 云 は、 V、 入口な 

ら 入口へ、 君 も はいれ、 おれ も はいる、 とい ふやうな 

押し合 ひへ し 合 ひで ある。 殆ど 腕力に 訴 へる とい ふや 

うな 激しい 場面 は 生じない。 黙々 として、 魚の 如く、 

肩 を すぼめて 割り込んで 行く だけで ある。 時間が あれ 

ば 長蛇の列 を 作る 習慣 も そろそろ ついて 来た。 ところ 

で、 この 長蛇の列 でも、 横から 途中へ もぐりこむ のが 



際 化と いふ 問題に ついて 考 へて みても、 私 は、 その 意 

義と 限界と を、 国粋主義の 立場からで なく、 自然の 理 

法と して 早く 闡 明して ほしいの である。 た、 V 単に 方向 

が 与 へられ さへ すれば よい。 

服装に おける 和洋折衷 は、 もはや 退化の 一 路を迪 り 

つ、 ある やうに 思へ る。 和服に 靴 を 穿く もの はとつ く 

になくな つた。 帽子 もやが て かぶらなくなる だら う。 

日本人の お辞儀 も、 今や 千差万別 である。 素気ない 

のになる と、 た ゾ頤を 突き だす だけと いふの が ある。 

膝 を ちょっと 折って みせる やり方 も 簡略 至極で ある。 

「や あ」 と 云って 近づいて 来る から、 お辞儀 をす るの か 



るから、 この 調子で 行って くれた 方が 努力が 少く てす 

むので ある。 

しかしながら、 私 は、 日本 対外 国と いふ こと を考へ 

ると、 ぢっ として は ゐられ ない 気がする。 揉んで 揉ん 

で 揉みぬ いた 末、 落ちつく とい ふの が、 文化と しての 

風俗 生成の 普通の 過程で あらう と 思 ふが、 さう いふ 暢 

気な こと を 云 つて ゐられ な い のが、 興亜の 聖業 など 、 

いふ 言葉の 生れた、 今の 場合な ので ある。 

百年 先に 出来 上る もの を 五十 年に 切りつ めたい。 五 

十 年 か、 る ものなら、 二十 年に ち V めたい ので ある。 

それ もな ほかつ 無理 だと すれば、 せめて、 その 弱点 を 



人物に それが できる かとい ふこと が、 もっと 早く わか 

つて ゐて ほしかった。 まだ それが わからぬ とい ふなら、 

そこに も 現代 日本の 風俗の 弱点が あるので ある。 

一 〇 

そこで、 国民 は、 なにもかも 政府に 委せて おいて は 

ならない とい ふこと を、 もっと 切実に 感じなければ な 

らぬ。 それと 同時に われわれ 自身の なかに ある 弱点 を、 

公然と 指摘して、 相 共に、 これ を 克服す る ことに 全力 

を あげねば ならぬ。 私 は 固く si じる が、 この 国民的 運 



(昭和 十五 年 六月) 
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